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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結

累計期間
第57期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 7,282,653 8,930,214 9,803,873

経常利益（千円） 82,738 489,586 163,350

四半期純利益又は四半期（当期）純損失

（△）（千円）
△78,116 287,578 △692,892

四半期包括利益又は包括利益（千円） 167,076 862,741 △115,649

純資産額（千円） 5,971,578 6,550,594 5,688,803

総資産額（千円） 11,130,600 12,009,948 10,611,658

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期（当期）純損失金額（△）（円）
△27.63 101.73 △245.11

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 53.5 54.4 53.4

　

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 28.77 59.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　　　　しておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

　　　　３．第57期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期

　　　　　　純損失であるため記載しておりません。又第57期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当た

　　　　　　り四半期純利益金額は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりま

　　　　　　せん。なお、第58期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、希薄

　　　　　　化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　　なお、当社の関係会社であるS.E.G.CO.,LTD及びThai Semitec Co.,Ltdは、現在清算手続き中であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　当企業グループは、当第３四半期連結累計期間において四半期純利益を計上しておりますが、前連結会計年度

　（平成25年３月期）及び前々連結会計年度（平成24年３月期）において当期純損失を計上しました。こうした状況に

　より、継続企業の前提に関する重要事象があります。なお、当該状況を解消すべく、「3　財政状態、経営成績及び

　キャッシュ・フローの状況の分析(4)重要事象等について」に記載しております施策を実施中であります。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

　　(1）業績の状況

　　　当第３四半期連結累計期間における世界経済が弱い回復を継続している状況の下、当社の販売は海外向けのOA機

   器・家電関連を中心として好調に推移し、海外販売比率は前年同四半期比5％増の72％となりました。

　　また、為替相場が円安に推移したことから、売上高及び各段階利益は、前年同四半期を大きく上回りました。

　　　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,930百万円（前年同四半期比22.6％増）、営業利益は329百万

　　円（前年同四半期は15百万円）、経常利益は489百万円（前年同四半期比491.7％増）、四半期純利益は287百万円

　　（前年同四半期は、四半期純損失78百万円）となりました。

　

　　セグメントの業績は、以下のとおりであります。

　　（日本）

　　　OA機器関連の販売が日本から当社海外子会社にシフトしていることにより減少しましたが、家電関連における欧

　　州向けの販売増加や自動車関連の販売が好調であった結果、売上高2,954百万円（前年同四半期比4.8％増）、セ

　　グメント損失68百万円（前年同四半期は、セグメント損失156百万円）となりました。

　

　　（中国）

　　　OA機器関連の販売が引き続き好調に推移したこと、家電関連の新規受注が増加したこと、医療関連の体温計向け

　　販売増加した結果、売上高5,032百万円（前年同四半期比35.8％増）、セグメント利益260百万円（前年同四半期比

　　45.0％増）となりました。

　

　　（その他アジア）

　　　自動車関連及び家電関連の販売が好調であった結果、売上高680百万円（前年同四半期比28.3％増）、セグメン

　　ト利益112百万円（前年同四半期は、セグメント損失49百万円）となりました。

　

　　（北米）

　　　家電・住設関連及び自動車関連の販売が好調であった結果、売上高262百万円（前年同四半期比14.9％増）、セ

　　グメント利益18百万円（前年同四半期比25.5％増）となりました。

　

　

　　(2) 財政状態の分析　

当第３四半期連結会計期間末（平成25年12月31日現在）　

（流動資産）

　　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べ1,086百万円増加し、8,637百万円とな

  りました。これは、主に現金及び預金の増加及び受取手形及び売掛金の増加、商品及び製品、仕掛品の増加によるも

　のであります。

（固定資産）

　　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べ311百万円増加し、3,372百万円となり

　ました。これは、主に有形固定資産の増加によるものであります。

（流動負債）

　　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べ595百万円増加し、4,380百万円となり
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　ました。これは、主に支払手形及び買掛金の増加によるものであります。

（固定負債）

　　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べ59百万円減少し、1,078百万円となり

　ました。これは、主に長期借入金の減少及び退職給付引当金の減少と繰延税金負債の増加によるものであります。

（純資産）　

　　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ861百万円増加し、6,550百万円となりま

　した。これは、主に為替換算調整勘定借方残高の減少と利益剰余金の増加によるものであります。

　

　　(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　　

　　(4）重要事象等について

　　当企業グループは、当第３四半期連結累計期間において四半期純利益を計上しておりますが、前連結会計年度

　（平成25年３月期）及び前々連結会計年度（平成24年３月期）において当期純損失を計上しました。こうした状況に

　より、継続企業の前提に関する重要事象があります。これらの事象又は状況に対処すべく、工程改善、外注先の見直

　し、原材料の見直し等を実施し徹底した製造コスト削減、人件費を含む経費及び在庫圧縮、設備投資及び研究開発投

　資の厳選を行うことに努めております。また、取引金融機関との関係は良好であり必要な資金枠は確保していること

　から、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

　　　

　　(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、176百万円であります。

　　また、当第３四半期連結累計期間における、研究開発活動の成果は次のとおりであります。

フォースセンサ（触覚のセンサ）

MEMS技術により微小空間の圧力計測を可能にした、超小型の医療用センサ。

人間の手の触覚に代わるセンサとして、胃カメラ・遠隔医療用機器のほか、人体

に直接挿入されるカテーテルへの採用が見込まれます。

　

　　(6）従業員数

　当第３四半期連結累計期間において、増産計画に備えるため、連結子会社（その他アジア）の従業員数が前連結会

計年度末に比べ108人増加し、当第３四半期連結会計期間の末日現在の従業員数は3,010人であります。

　又セグメントごとに示しますと、日本174人、中国2,171人、その他アジア660人、北米5人であります。

　なお、従業員数は当企業グループから当企業グループ外への出向者を除き、当企業グループ外から当企業グループ

への出向者を含む就業人員数であります。又、臨時従業員（パート・アルバイト）数は除いております。

　

　　(7）主要な設備

　前連結会計年度末において計画及び進行中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て、当第３四半期連結累計期間に著しい変更があったものはありません。

　又重要な設備の除却等は、経常的な設備の更新のための除却等を除き、計画はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,890,000

計 9,890,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,826,900 2,826,900

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であります。

なお、権利内容に何ら限定の

ない当社における標準となる

株式であり、単元株式数は

100株であります。

計 2,826,900 2,826,900 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 2,826,900 － 758,227 － 662,227

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,826,200 28,262

完全議決権株式でありま

す。なお、権利内容に何

ら限定のない当社におけ

る標準となる株式であ

り、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式       700 － －

発行済株式総数 2,826,900 － －

総株主の議決権 － 28,262 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,562,119 2,950,240

受取手形及び売掛金
※1 2,311,435 ※1 2,688,069

商品及び製品 1,367,842 1,499,304

仕掛品 556,954 702,212

原材料及び貯蔵品 560,935 622,314

その他 197,759 179,838

貸倒引当金 △6,203 △4,173

流動資産合計 7,550,844 8,637,805

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,016,876 3,118,198

減価償却累計額 △1,920,492 △1,990,172

建物及び構築物（純額） 1,096,384 1,128,026

機械装置及び運搬具 4,460,692 4,665,174

減価償却累計額 △3,830,953 △3,911,362

機械装置及び運搬具（純額） 629,739 753,812

土地 662,839 672,498

建設仮勘定 141,834 166,753

その他 839,229 756,530

減価償却累計額 △709,510 △581,911

その他（純額） 129,718 174,619

有形固定資産合計 2,660,515 2,895,708

無形固定資産

ソフトウエア 10,491 10,164

その他 56,631 63,580

無形固定資産合計 67,122 73,744

投資その他の資産

投資有価証券 245,771 293,926

繰延税金資産 3,038 －

その他 91,722 116,768

貸倒引当金 △7,356 △8,006

投資その他の資産合計 333,176 402,688

固定資産合計 3,060,814 3,372,142

資産合計 10,611,658 12,009,948
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,020,146 1,452,379

短期借入金
※2 1,941,934 ※2 1,884,318

1年内返済予定の長期借入金
※2 252,127 ※2 186,634

リース債務 14,499 13,634

未払法人税等 40,249 121,949

その他 515,982 721,821

流動負債合計 3,784,939 4,380,738

固定負債

長期借入金
※2 443,474 ※2 407,678

長期未払金 159,220 159,220

リース債務 21,821 12,417

繰延税金負債 127,255 161,153

退職給付引当金 377,602 329,632

その他 8,542 8,514

固定負債合計 1,137,915 1,078,615

負債合計 4,922,855 5,459,354

純資産の部

株主資本

資本金 758,227 758,227

資本剰余金 662,227 662,227

利益剰余金 4,322,702 4,610,280

自己株式 △78 △78

株主資本合計 5,743,078 6,030,656

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,203 27,093

為替換算調整勘定 △78,326 476,946

その他の包括利益累計額合計 △71,123 504,040

少数株主持分 16,847 15,897

純資産合計 5,688,803 6,550,594

負債純資産合計 10,611,658 12,009,948
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 7,282,653 8,930,214

売上原価 5,318,703 6,501,123

売上総利益 1,963,949 2,429,091

販売費及び一般管理費

給料 674,436 756,294

賞与 96,666 97,500

法定福利費 97,512 117,623

福利厚生費 38,245 37,819

退職給付費用 35,900 37,913

役員報酬 116,899 143,372

雑給 8,344 9,265

研究開発費 229,510 176,262

その他 650,993 723,647

販売費及び一般管理費合計 1,948,510 2,099,698

営業利益 15,438 329,392

営業外収益

受取利息 4,589 3,915

受取配当金 17,769 5,734

為替差益 50,155 152,910

受取家賃 6,697 4,897

作業くず売却益 11,915 7,039

雑収入 12,438 16,560

営業外収益合計 103,566 191,058

営業外費用

支払利息 20,374 23,687

貸倒引当金繰入額 1,156 650

雑損失 14,735 6,527

営業外費用合計 36,266 30,864

経常利益 82,738 489,586

特別利益

関係会社清算益 7,339 －

特別利益合計 7,339 －

特別損失

固定資産除却損 14,825 －

特別退職金 33,622 －

特別損失合計 48,448 －

税金等調整前四半期純利益 41,629 489,586

法人税、住民税及び事業税 98,946 180,768

法人税等調整額 21,556 24,441

法人税等合計 120,502 205,210

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△78,873 284,375

少数株主損失（△） △756 △3,202

四半期純利益又は四半期純損失（△） △78,116 287,578
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△78,873 284,375

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,325 19,890

為替換算調整勘定 250,276 557,549

その他の包括利益合計 245,950 577,440

四半期包括利益 167,076 861,816

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 166,900 862,741

少数株主に係る四半期包括利益 176 △925
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　   なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

　　　期連結会計期間末日残高に含まれております。            

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 19,580　千円 18,766　千円

　

　※２ 財務制限条項

　　　 当企業グループにおいては、設備資金及び運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行1行と当座貸越契約及び

　　　 貸出コミットメントライン契約を締結しております。また、それぞれについて財務制限条項が付されておりま

　　　 す。

　　　　 　

　　　(1)タームアウト型当座貸越契約

　　　　 当該契約に基づく借入実行残高は以下のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

当座貸越極度額 　　　　　　　　 500,000　千円 　　　　　　　　 500,000　千円

借入実行残高 　　　　　　　　 230,000 　　　　　　　　 290,000

差引額                  270,000 　　　　　　　　 210,000

　

　　　　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

　

　　　 ①借入人（当社）は各年度決算期の末日における借入人の連結の貸借対照表において、純資産の部の合計額を

　　　　 、平成24年3月期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額または平成25年3月期の年度決算期の末日

　　　　 における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

　　　　　　　　

　　　 ②借入人は各年度決算期の末日における借入人の連結の損益計算書において、2期連続して営業損益の金額をマ

　　　　 イナスとしないこと。

　　　　 　

　　　 上記①ないし②の条件に抵触した場合、貸付人の請求により、当社は本契約等に基づき貸付人に対して負担す

　　　 る一切の債務について期限の利益を失い、直ちにその債務全額を返済することになっております。
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　　　(2)貸出コミットメントライン契約

　　　　 当該契約に基づく借入実行残高は以下のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

貸出コミットメントラインの総額 　　　　　　　　 500,000　千円 　　　　　　　　 500,000　千円

借入実行残高                 220,000 　　　　　　　　 220,000

差引額 　　　　　　　　 280,000 　　　　　　　　 280,000

　　　　

　　　　上記の契約には、下記の財務制限条項が付されております。

　　　

　　　 ①借入人（当社）は各年度決算期の末日における借入人の連結の貸借対照表において、純資産の部の合計額を

　　　　 、平成24年３月期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額または平成25年３月期の年度決算期の末

　　　　 日における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

　　　

　　　 ②借入人は各年度決算期の末日における借入人の連結の損益計算書において、営業損益の金額を0円以上に維持

　　　　 すること。

　

　　　 上記①の条件に抵触した場合、貸付人の請求により、当社は本契約等に基づき貸付人に対して負担する一切の

　　　 債務について期限の利益を失い、直ちにその債務全額を返済することになっております。

　　　 上記②の条件に抵触した場合、当該抵触が判明した財務制限条項判定日以降次回の財務制限条項判定日まで、

　　　 本契約に基づく新規の借入を申し込むこと及び貸付の実行を受けることができないものとされております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

　　　　期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

　　　　す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費   286,532  千円   232,110  千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 56,536 利益剰余金 20 平成24年３月31日 平成24年６月28日

      　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日
後となるもの

　　該当事項はありません。

　

　 ３．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

　　１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

   　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日
後となるもの

　　該当事項はありません。

　

　 ３．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
日本 中国 その他アジア 北米

売上高  　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,819,319 3,704,867 530,273 228,192 7,282,653

セグメント間の内部売上高
又は振替高

590,905 1,568,446 966,593 856 3,126,801

計 3,410,224 5,273,314 1,496,866 229,048 10,409,454

セグメント利益（△損失） △156,172 179,713 △49,696 15,059 △11,095

（注）　　日本…当社　SEMITEC株式会社

　　　　　中国…SEMITEC（HONG KONG）CO.,LTD、石塚国際貿易（上海）有限公司、SEMITEC TAIWAN CORP.、 

　　　　　　　　感応貿易（深圳）有限公司、S.E.G. CO.,LTD、世美特電子（威海）有限公司、泰州石塚感応

　　　　　　　　電子有限公司、石塚感応電子（韶関）有限公司、江蘇興順電子有限公司、石塚感応電子

　　　　　　　　（深圳）有限公司

　その他アジア…SEMITEC KOREA CO.,LTD、SEMITEC ELECTRONICS PHILIPPINES INC.、Thai Semitec

　　　　　　　　Co.,Ltd、SEMITEC PHILIPPINES CORPORATION

　　　　　北米…SEMITEC USA CORP.

　

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

　　　内容（差異調整に関する事項）

　　                                                             　(単位：千円）　

利益 金額

報告セグメント計 △11,095

セグメント間取引消去     55,613

たな卸資産の調整額     △31,962

その他   2,883

四半期連結損益計算書の営業利益    15,438

　

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　

（固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

  該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
日本 中国 その他アジア 北米

売上高  　 　 　 　

外部顧客への売上高 2,954,681 5,032,388 680,863 262,281 8,930,214

セグメント間の内部売上
高又は振替高

610,505 1,659,558 1,397,269 480 3,667,814

計 3,565,187 6,691,947 2,078,132 262,761 12,598,029

セグメント利益（△損失） △68,257 260,609 112,117 18,910 323,380

　 (注） 日本…当社　SEMITEC株式会社

　  　　中国…SEMITEC（HONG KONG）CO.,LTD、石塚国際貿易（上海）有限公司、SEMITEC TAIWAN CORP.、 

　　　　　　　 感応貿易（深圳）有限公司、S.E.G. CO.,LTD、世美特電子（威海）有限公司、泰州石塚感応電子

　　　　　　　 有限公司、石塚感応電子（韶関）有限公司、江蘇興順電子有限公司、石塚感応電子（深圳）有限

　　　　　　　 公司

 その他アジア…SEMITEC KOREA CO.,LTD、SEMITEC ELECTRONICS PHILIPPINES INC.、Thai Semitec Co.,Ltd

        北米…SEMITEC USA CORP.

　　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

   内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 323,380

セグメント間取引消去 53,207

たな卸資産の調整額 △51,994

その他 4,799

四半期連結損益計算書の営業利益 329,392

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日

至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

　純損失金額（△）
△27円63銭 101円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）　

（千円）
        △78,116        287,578

普通株主に帰属しない金額（千円）     ―     ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（千円）
        △78,116       287,578

普通株式の期中平均株式数（株）     2,826,818     2,826,812

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

　

　　　　　　―

　

　　　　　　―

（注）前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式は存在するものの

　　　１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間における潜在株式

　　　調整後１株当たり四半期純利益金額は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年２月６日

ＳＥＭＩＴＥＣ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城 戸　 和　弘　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　田　　 円　　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＥＭＩＴＥＣ

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＥＭＩＴＥＣ株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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